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問題解決: 乳幼児用乳製品の開発(1867年)

創業者:アンリ：ネスレ2020/２/17

https://www.youtube.com/watch?v=IwZb4MDPkD0


社会問題: インドのミルク生産農家の貧困

1962年： インド北部パンジャブ州モガに乳製品工場設立許可

■工場進出地域の厳しい現状
⚫ 貧困地帯：電気、水道、交通手段、電話、医療機関なし
⚫ 農家にメスの水牛１頭、自家用ミルクのみ
⚫ 冷蔵施設、輸送、品質測定手段なし
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問題解決: モガ酪農開発プロジェクト

■技術支援

⚫ 獣医、栄養士、農地管理士、品質管理専門家による指導
⚫ 飼料作物の育成支援、灌漑の技術支援
⚫ 農民に対する毎月の研修

■資金・物的支援

⚫ 冷蔵設備のあるミルク集荷所設置
⚫ 病気の家畜に医薬品と栄養剤を提供
⚫ インフラ、教育、安全な飲料水への投資
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生活水準が向上したモガ工場周辺地区

■工場進出後のモガ地区の変貌
⚫ ミルク供給農家数:180→75,000
⚫ 子牛死亡率:60%→15%
⚫ ミルク生産量:50倍
⚫ 周辺地区より高い生活水準
⚫ 90％の家庭に電気、電話普及
⚫ 小学校、中学、高校の整備、医師の数は周辺地区の5倍

→農家の価値：生活水準の向上
→地域社会の価値：経済の成長
→ネスレの価値：良質なミルクの安定確保

ブラジル、タイ、中国など10数カ国で同様のアプローチ
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ネスレの共通価値の創造(CSV)

ネスレは、株主の皆さまと社会全体のために価値を創造することが、
企業としての長期的な成功につながると考えています。
共通価値の創造（CSV）と呼ばれるこのアプローチが、ネスレの事業活動そのものです。
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Peter Brabeck-Letmathe

本業を通じて社会問題を解決すること
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ネスレのPurpose (存在意義)

Nestlé. Enhancing quality of life and contributing to a healthier future

ネスレは、生活の質を高め、さらに健康な未来づくりに貢献します
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2030年までの長期目標

社会問題の特定
中期コミットメント

ネスレのパーパス

SDGsの達成に貢献

Enhancing quality of life and contributing to a healthier future
生活の質を高め、さらに健康な未来づくりに貢献します

3つの社会領域

CSVを通じて問題解決に取り組む



重要課題分析
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サプライチェーン管理
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ネスレの責任ある調達基準



ネスレ カカオプラン

農村開発と貧困緩和
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ネスカフェ プラン/
ネスプレッソAAAサステナブルクオリティプログラム

・ネスレのコーヒー生豆サプライチェーンを継続的に改善する(2億2000万本)
・カカオ農家とともに「ネスレ カカオプラン」を実施する(23万トン)

https://www.youtube.com/watch?v=4E7fTeViXg0


2020/２/17 ご清聴ありがとうございました


